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ごあいさつ

昭和61年4月に発足しだ学術情報センターも、おかげさまで満一年を迎えることが出来

ましだ。学術情報システムの実現を目指す各方面の努力の中で、学術情報センターの役割

は、。学術情報システムの計画、連絡調整、 2）研究開発、 3）一次情報の蓄積に対する目録

所在情報の提供と全国総合目録の形成、 4）＇情報模索サービスの提供、 5）データベース形成

の促進、 6）情報ユティリティの提供、 7）教育 ・広報活動の展開のアつでありますガ＼この

うち昨年度は、東京大学文献l情報センター時代から引き継いでいる目録所在情報サービス

の提供を推進して、参加大学数を29に延ばす一方で、今年度以降、新だな飛躍をするため

の種々の準備を行ってまいりましだ。

その第ーは、計算機システムのレベル戸ツプであります。これはデータベース模索のだ

めの内蔵型データベース・プロセッサも装備しだ高速大容量の中央処理システムを始め、

ファイル・システム、蹴末・入力システム、ネットワーク・システムに至るまで、全国の

大学等の研究者、図書館に対して、オンラインデータベースサービスを提供する上で格段

の性能向上を意図し芝ものです。第二に、大型計算機センターを中核とする大学問コンビ

ュータネットワークと、従来の図書館ネットワークとを統合し芝、新たな学術情報ネット

ワークの構築に着手しましだ。第三に、データベースの形成作業と並行して、二次情報模

索サービスの準備をしました。

今年度は、これらの準備の上に立って、更に事業を推進してまいります。第一に、いよ

いよ研究者等を直接対象者としだ、 l情報検索サービスをスタートさせましだ。提供データ

ベースの数はまだ僅かですが、これは逐次充実させ、先蹴的な研究に従事している研究者

のニーズに対応出来るものにしてまいります。第二に、この第一の点、と関連しますが、デ

ータベースの形成も、各主題領域の研究者や学協会の協力の下に、ブレプリントや、全文

や、データなど学術研究の過程で発生する情報のデータベース化を推進してまいります。

第三に、昨年度に引き続いて、学術情報ネットワークの構築を拡大し、幹線の整備を行い

ます。もとより、遡及入力を始め目録所在情報サービスの充実は、情報模索サービスの開

始と共に、更にその重要性を増すものとして推進してまいります。

事業の弧大に伴う設備の充実や、一部組織の鉱充が実現し、職員一同は新だな決意で、

『答申』の実現に努力してまいる所存であります。今後とも関係各位の一層のご指導とご

支援を切にお願い申し上げる次第であります。

昭和62年ア月 学術情報センター所長 猪瀬 1専



I 1 .沿革 ｜ 

沿革

48 .10. 31 学術審議会第3次答申（学術振興に関する当面

の基本的施策〉において、基本的施策として、

「学術情報の流通体制の改善について」提言

51 . 5 .10 東京大学情報図書館学研究センター発足

53.竹.28 文部大臣から学術審議会に対し「今後における

学術情報システムの在り方についてJ 諮問

55. 1 .29 学術審議会から「今後における学術情報システ

ムの在り方についてJ 答申

学術情報システムの考え方と整備の方策等につ

いて提言

55.（～58) 文部省において「学術情報センターシステム開

発調査J 実施

56.（～60) 文部省において「学術情報センター設置調査」

実施

58. 4. 1 東京大学文献l情報センター（学内共同教育研究

施設〉設置

〈同センターにおいて、目録・所在情報システ

ムの開発等を実施〉

59. 4. 1 東京大学文献情報センター〈全国共同利用機関

施設〉に改組

61. 2.27 文部省において「学術情報センター設置準備協

力者会議」開催

61. 4. 5 学術情報センター〈全国大学の共同利用機関〉

設置

東京大学文献情報センター廃止

業事

53. ~- 1 東京大学情報図書館学研究センターニュース創刊
53. 5. 8 昭和53年度図書館情報学セミナー開講

53. 7. 7 特定研究「大学図書館における情報処理トータ

ルシステムの開発」開始

53 .12. 2 第1固l情報図書館学シンポジウム開催

55. 4. 7 学術雑誌総合目録人文・社会料学欧文編テータ

ベース編集事業完了

55. 8.25 「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編（1980

年版）J干u行

55.竹.13 学術雑誌総合目録個別版磁気テープサービス開始

56. 7.25 「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編変遷

マップJ 刊行

56.10 .31 「大学図書館のシステム化」刊行

57. 3.竹 学術雑誌総合目録欧文編1982年補遺版データベ

ース編集事業完了

57. 3.30「東京大学情報図書館学研究センタ一紀要」創干リ

57. 7.20 学術雑誌総合目録データベース・オンライン横

索システムTOOL-ULP公開

59. 3. 1 コンピュータ・システム CHITAC M-280H) 

の導入

59. 3 .16 第T回目録システム講習会の実施

59 .12. 21 東京大学文献情報センターにおいて、目録・所

在情報サービスを開始し、東京工業大学を皮切

りに参加大学を拡充

60. 6.30 学術雑誌総合目録和文編のデータベース編集事

業完了

60. 8.20 「東京大学文献情報センタ一紀要」創刊

60 .10. 1 学術雑誌総合目録欧文編の本謂査開始

60 .12. 2 第守口データベース実務研修の実施

61 . 3 .10 「学術雑誌総合目録和文編J 刊行

61. 6.30 学術情報センターニュース創刊

61. 8. 5 第オ回学術情輔センターシンポジウム開催

62. 1. 6新システム CHITAC M-680H）の導入

62. 3.24 「学術雑誌総合目録和文編誌名変遷マップ」刊行

62. 3.31 料学研究費補助金研究成果概要データベース及

び学位論文索引データベースの形成開始

62. 3.31 「学術情報センタ一紀要J 創刊

62. 4. 1 学術情報ネ 1ソトワーク運用開始

62. 4. 1 情報検索サービス開始

2 



1 . .  2組織・機構 ,i,,O.,,, ....•... ぷ S.,., , .•.. 
学術情報センターは、国立大学共同利用機関として、国

立学校設置法施行令第ア条の2に、「学術情報の収集、整理

及び提供並びに学術情報及び学術情報システムに関する総

合的な研究及び開発」とその目的ガ記されている。事業及

び研究開発として次のものがある。。学術情報システムの計画・連絡謂整 2) 学術情報及
び学術情報システムに関する総合的な研究及び開発 3) 

図書館等による一次資料〈学術図書・雑誌等〉の体系的・

網羅的収集に対応して、図書・雑誌の目録・所在情報の形

成及び迅速・的確な提供サービス 4) 二次情報（書誌、
抄録、数値、画像等〉の迅速・的確な提供サービス 5) 

データベース形成の促進 6) 教育・訓練等

次に昭和62年度の組織図を示す。

庶務係

共同利用係

研修・資料係

総務係

経理係

用度係

システム管理係

システム業務係

ネットワーク係

企画係

文献データベース係

数値・画像データベース係

図書目録情報係

雑誌目録情報係

評議員会議

システム管理課長

データベース課長

「一一一情報図書館学研究部門
学術情報研究系 ｜ ！ 情報管理学研究部門
研究主幹 ｜ L一一一データベース研究部門
〈教授・併任〉

「一一一システム工学研究部門

システム研究系 ｜ ｜ ソフトウ工戸工学研究部門

研究主幹 ｜ 」一一一ネットワーク工学研究部門
〈教授・併任〉

研究開発部長

（教授・併任〉

運営協議員会議

〈昭和62年度定員〉

職 貝 人 数

所長

管理部

事務官、技官 30 
研究開発部

教授 6 
助教授 6 
助手

総 数 44 

3
 



学術情報システムは、人文、社会、自然科学の全分野の

学術情報を対象とし、全国の国公私立大学の参加のもとに、

学術情報センターを中山lこ、大学の大型計算機センター、

情報処理センター、図書館、国立大学共同利用機関等をコ

ンビュータとデータ通信網で結合し、大学等の研究者ガ必

要とする学術情報を迅速・的確に提供する、全国的、総合

的な情報流通システムである。これはまだ、大学外の民間

東京大学附属図書館

東京大学大型計算機センター

国立遺伝学研究所

4 

や諸外国のl情報システムともリンクして、大学外の研究者

への情報提供も可能とするものである。主要な機能・サー

ビスとして次のものがある。。世界で生産される学術雑誌等一次情報の網羅的収集と
その提供サービス

2) 全国の460に達する大学の図書館ガ、所蔵する図書約オ

億4千万冊、及び190万種の雑誌の目録・所在情報データ

北海道大学

東北大学

東京大学

名古屋大学
京都大学

大阪大学

九州大学

1.システムへの戸クセスポイント
2.特殊データベースサービス
3.大型計算機能

各大学等の
情報処理センタ一等

1.システムへの戸クセスポイント

2.特殊データベースサービス

総合情報処理センター・－－－－－ア
情報処理センター・・・・・・・・・・・・32
データステーション・・・・・・・・・34
など



ベースの形成とその迅速・的確な提供サービス

3) 大学、国立大学共同利用機関等で生み出される多様な

研究成果、数値データ、画像情報等のデータベースの形成

と模索サービス

4) 高度な学術情報の流通に最適なハードウ工戸の開発、

情報の管理・データベースの形成、電子図書館等の研究開

発等総合的な研究開発

5) 他の情報システムと結合して、大学の育する先駆的、

独創的な情報資源の、民間や国公立試験研究機関などの研

究者への提供サービス

6) 諸外国の情報ネットワークと接続の上で、我ガ国の大

学等の研究者の研究成果の海外への紹介

4年制大学
園立.........95 
公立・........37 
私立…・・ 342
服送大学… ？

計 475
喧期大学
園立.........33 
公立.........53 
私立…… 470
計 561
菖等専門学校
国立.........54 
公立・……・・4
私立…・…..4 
計 62

1.情報検索の窓口
2.一次情報の収集・提供
3.目録・所在情報の形成

研究者

1 .データベースの模索

2.特殊データベース形成
3.一次情報の作成

1.計画・連絡調整
2.学術情報に関する研究開発
3.目録・所在情報の形成・提供
4.情報検索サービス
5.データベース形成
6.教育訓練等

分野別外国雑誌センタ－

1.一次情報の網羅的収集・提供
2.目録・所在情報の形成

（医学・生物学系〉
大阪大学附層図書館中之島分館
東北大学附層図書館医学分館
九州大学附属図書館医学分館
（理工学系〉
東京工業大学附属図書館
京都大学附属図書館
（農学系〉
東京大学農学部図書館
鹿児島大学附属図書館
〈人文・社会科学系〉
一橋大学附層図書館
神戸大学附属図書館

学会活動支援
活外とのデータベース交換・接続
など

1.専門的一次情報の収集・提供
2.特殊データベースサービス

高エネルギー物理学研究所
国文学研究資料館
国立極地研究所
宇宙科学研究所
国立遺伝学研究所
統計数理研究所
岡崎園立共同研究機構
．分子科学研究所

・基礎生物学研究所
．生理学研究所
国立民族学博物館
国立歴史民俗樽物館
放送教育開発センタ一
大学入試センター
国際日本文化研究センター

5
 



学術情報センターでは、研究者間での情報流通を促進す

るため、学術l情報ネットワーク構築事業を行なっている。

これは高速ディジタル回線を使用して日本全国の大学、研

究機関を結，3，研究者専用の情報通信ネットワークである。

大学問コンヒ。ユータ・ネットワーク CN-1）の基盤通信

路として、まだ大学図書館と学術情報センターを結，3，図書

館ネットワークの通信路として利用される。まだ全国研究

者向けの学術情報データベースサービスや電子メール・サ

大学問コンピュータ・ネットワーク

。

九州大学

東京大学

名古屋大学

． 学術情報ネットワークの設備
enケット多重化装置等〉． 大型計算機センター

⑨ 情報処理センター等

大学図書館

〆

ノ

〆タ

6 



ーピスもこのネットワークを通じて行なわれる。現在、広

い範囲の研究者に簡便に利用していだだけるよう、各大学

のキャンパス内通信網 CLAN）との接続や、国内外の他

ネットワーク・サービスとの相互接続を推進している。将

図書館ネットワーク

｜大学キャンパスしAN＊との接続lr7""¥ 
ワークステーションJUI } 

*LANCLocal Area Networlく） u__J 
”GW (Gateway Processor、〉

ア

来は高速ディジタル回線の特徴を生かし、画像、フルテキ

スト、音声などを含めだマルチメデイ戸通信サービスヘ発

展することを検討している。

学術情報ネットワーク
, 62年度のネットワーク接続区間

ー一一一一既設接続区間

嗣

鋤末

〈高速ディジタル回線〉

学術情報センター

パケット受換機



全国の大学等の研究者及び図書館に対しオンライン情報

模索サービスや目録所在情報サービス等を提供するだめ、

高性能のコンヒ。ユータ・システムガ~＇要である。このM-680H

を中山にしだシステムは、大規模データベース・サービス

の諸要求に応えられるよう構成されているo中央処理シス

テムは3系のM-680Hを複合させだ疎結合多重プロセッサ

である。 IDPC内蔵型データベース・プロセッサ〉により、

高速のデータベース模索ができる。ファイル ・システムの

主体となるのは総容量320GBC1GB=10億バイト〉の磁気

ディスク装置群であり、大規模データベースの蓄積を可能

中
央
処
理

シ
ス
テ
ム

IDP 

端
末
・
入
出
力

シ
ス
テ
ム

レーザービーム・プリンタ
15600行／分， 15200行／分
2730行／分，カット紙型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
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にしている。ま疋半導体記憶装置 CICディスク〉や光ディ

スク等により、さまざまな種類のデータ蓄積ガ、可能である。

蹴末系には、講習会等で利用できるよう、目録用端末を50

台備えている。外部サービスを行うためのネットワーク・

システムには、モデム接続端末用のccP装置に加え、パ

g 

ケット交換網用のFE P装置があり、電話網、学術情報平

ツトワーク、 NTT-DD＞く網など各種通信メアイヌフから¢

戸クセスに対応している。

N,, 
DDXJ'¥7、ソト主主換網



i 6.図書館ネットワーク接続 I 
学術情報センターの前身である文献情報センターでは、

目録システムを遠隔参加館からオンライン使用していだだ

くだめ、下図のような2系統のネットワーク接続手順を開

発、運用してき定。ひとつは大学問コンビュータ ・ネット

ワークCN－りを採用した接続手順であるが、漢字や弧張文

字CEXC）の通信機能のだめに、特にXNVT＊手JI慎を開発

した。もう一方は小規模コンビュータによる接続の定めの

VTSS判手順である。どちらもユーザー側にはUIP＊”が庖

載され、高度な画面型マン－マシン・インターフェースを

提供している。今後は一般ユーザー向けの検索サービスに

も、このような新しいマン・マシン・インタフェースガ活

用されてゆくであろう。

学術情報センターコンビュータ

学術情報センタ一

目録システム

N-1×NVT 
プロトコル

一タ
一
一

一
一『
一P
一

一
コ

ヰ
｜
一

一ピ一

一

一ン一

U
一

一
コ
一
一

目録端末

（大規模コンビュータによる参加館〉

目 立 Mシリーズ

富士通 Mシリーズ
日 電 ACOSシリーズ

VTSS 
プロトコル

館加

ズ

湯

一
応

ズ

リ

巳
一
シ

タ

J
o

r

ツ

叩

X

L

S

 

む

立

電

規仲

日

日

10 

（小規模コンビュータによる参加館〉

IBM 5550シリーズ
注

* e×tended NVT革彊NVTプロトコル
** Virtual Screen transfar on TSS link 

TSS接続による仮想画面転送方式

村＊ User Interface Program 



IC 7~目録端末 l 

目録端末は図書館における目録作業用の端末として開発

された。各メーカー目録漏末の主な仕様は、下記の通りで

あるが、図書館での各国語の文献の目録作業のだめに、弧

張文字EXC、（ExtendedCharacter Set）という特

殊戸ルフ？ベットや音標符号を、容易に入力できるように

設計されているのが特徴である。

・使用文字種

分区

仁ω 

0 0れ~ココココ

仁ω 

~仁代3ココココ

甑要字

種 53U 

戸ルフコフベット

英 言己 号

力 ナ

力ナ記号

漢 Fて－チ『

記 号

ギリシャ文字

キリル文字

特殊戸ルフコフベット

音標符号っき戸ルフ戸ベット

2重音標符号っき戸ルフ戸ペット

表示用音標符号

・目立製仕様

①端末装置

字体例

a b C 

， ＃ 

7コイウ
。
、

亜以右

* c ※ 
α β y 

a 6 B 

記 d β 

a a ら
~a:’ G 。
．． 。 ，旬、.，

－ベースとなる端末 T560/20PS 

－日本語入力

・拡張文字入力

②表示能力

カナ漢字変換

直接キーイン

・15インチモノクローム〈緑〉

－全角文字〈漢字〉 960字（40字×24行〉

・半角文字〈英数力ナ）1920字（80字×24行〉

③ソフトウ工戸構成

・ UIPはホスト上に持つ

・富士通製仕様

①端末装置

刀角表¥ 

半

角

全

角

半

角

－ベースとなる端末 FACOM9450シリーズ

・日本語入力 カナ漢字変換

－拡張文字入力 辞書登録

②表示能力

・15インチモノクローム〈緑、白〉

・全角文字〈漢字〉 960字（40字×24行〉

．半角文字〈英数力ナ）1,920字(80字×24行〉

③ソフトウ工戸構成

・ UIPはホストと蹴末上に持つ

入力方式 備 考

キーボード中の対応する文字

を打鍵

カナ漢字変換 主に和書に使用

コード入力
洋書の書名標題等を原綴で表記

する定めに使用する

キーボード中の対応する文字を打鍵

キーボード中の音標符号と戸

ルフ戸ベットの複合打鍵

？？ 

・日電製仕様

①端末装置

入力操作中に過渡的に出現するだけ

－ベースとなる端末 N6500 

－日本語入力 カナ漢字変換

・拡張文字入力 直接キーイン

②表示能力

・ 14インチモノクローム

－全角文字〈漢字〉 1 .000字（40字×25行〉

．半角文字〈英数力ナ）2,000字（80字×25行〉

③ソフトウ工戸構成

・ UIPは端末上に持つ（通信系のみホスト上〉

・IBM製仕様

⑦端末装置

・ベースとなる端末 IBM55XXシリーズ

・日本語入力 カナ漢字変換

－弧張文字入力 辞書登録

②表示能力

・ 15インチモノクローム

－全角文字〈漢字〉 960字（40字×24行〉

・半角文字〈英数力ナ）1920字(80字×24行〉

③ソフトウ工戸構成

・ UIPは端末上に持つ〈単独で動作可能〉

字種数

トーーーーーーー

量8 



Is目録・所在情報サービス l 
オンライン目録システムは、数多くの図書館からの共同

入力・分担目録作業Csharedcataloguing）！こより、そ

の成果であり資源となる総合目録を維持して、全国的書誌

調整を実現し、それによりオンライン総合目録を介して参

加館情報サービスの拡充を目指すものである。

学術情報センタ－

＊＊ 

＊＊ 

＊情報模索システムによるサービスの詳細は、 16～17ページ
を参照のこと

* * MARCCMAchine-Readable Catalogue機械可読
目録〉昭和62年7月現在でしCCBooks.Serials等〉、UK、
GPO、〈以上津書〉、JP、TRCC以上和書〉を提供している。

この書誌調整機能は、｜ししシステムや情報検索システム

と連携して一次資料提供を迅速｛じする。

大学図書館

選書業務

〈選書リストの作成〉

図書受入業務

図書目録｜ ＼ ／ 〈発注業務用アータのとりこみ〉

システム

図書目録業務

〈目録作業〉

〈典拠フ戸イル作成業務〉

（カード・冊子体目録の作成〉
、、』..£....

雑誌発注・受入／目録業務

発注業務用データのと

雑誌目録

システム

円ミδ
〈所蔵登録〉

（カード・冊子体目録の作成〉
＼、~

相互貸借 相互貸借業務

システム

12 



I g.目録システムの操作 ｜ 

オンライン目録システムは、画面型のユーザーインター

フェースを持ち、初期面画には選択できる9種の処理ガ表

示される。洋図書目録登録を例にとると、書誌データガ、既

に図書書誌フ戸イルに登録されている場合、目録作業は画

面3で本を確認しだ後、 Registe「コマンドを入れて画面

5となり、必要な所蔵データを入力して終了する。典拠コ

ントロール（画面4）をはじめ、データの日質管理、一貫性

1 .初期画面

2.洋図書書誌検索

3.洋図書書誌詳細表示

13 

保持を実現するように構成されている。

ま芝、和雑誌目録模索を例にとると、書誌の模索までは同

様に行い、書誌詳細表示画面からLookupHoldingsコ

マンドを入力すると所蔵模索ができ（画面6）、 Lookup 

Familyコマンドにより誌名変遷マップを表示させること

ができる（画面ア〉。

4.著者名典拠詳細表示

5.洋図書所蔵室録

6，和雑誌所蔵詳細表示

7.雑誌変遷情報詳細表示



I 1 o.フア子1調蓮野 ？？？！！？ ｜ ザん、込弱点強盗組緑樹雌臨魁盟主語ιふ＇＂誠一.，，，，，｝；出 J 

オンライン目録システムは関係型データベースの上で作

動する。各フコフィルの主なフィールドとレコード間士の関

連をこの図は示している。図書・雑誌の書誌所蔵フ戸イル、

著者名、統一書名の典拠フ戸イル、所蔵館を記録しだ参加

組織フ戸イルなどからなっている。これらのデータベース

図書参照書誌フ戸イル 続4巨興費惨照フ戸イル
レコードID レコードID

ISBN 標固形

力一ド番号 見よ参照

k豆ヂr 「司、
をも寛よ参照

注記
書名及び貫圧表示

版
~’F 「ミミミ

出版・頒布 、一二二二戸，，，

形態的配述

シリーズ

注配

－－－三討F ～ーミミ
F、．一二二一，F

えル 、／
＼ノ

戸4・図書書誌フ戸イル -. 統一書名典拠フ戸イル
レコードID レコードID

ISBN 療目形

見よ参照J，哩~ 『ミ、、、ζ＝＝＝ー，F
速記

書名及び責任表示

版 』
」，，竺ニ，，F 『『ミミ司、～ーー，F

出版・頒布

形態的配述 4併ーーー をも見よ参照レコードID

注配

J ”~ ～、ミミ
Fζ＝－－ 

トーー 親書話レコードID

著者名典拠レコードID

統一書名典拠レコードID 一

図書所蔵フ戸イル

レコードID

一書誌レコードID

形成のだめの参照フ戸イル群も、図書・雑誌の書誌ファイ

ル、著者名、統一書名の典拠フ戸イルからなっている。デ

ータの良好な操作性を確保して、共同入力・分担目録作業

の実現とデータベースの一貫性を維持する。

著者名典拠参照フ戸イル 雑誌参照書誌フ戸イル

レコードID レコードID

標目形 ISSN 

見よ参照
ピグア ～、ミミ

をも男よ参照
書名及び責任表示

注記
版

巻次・年月次，＿，...ユ，r 「号、ド二＝ニ，J 出版・頒布

形態的配述

シリーズ

注配

ヒ＝＝戸γ 「ミミミ

、、、 ν 北ル
著者名典拠フ戸イル 4時一 雑誌書誌ファイル

－一一

レコードID レコードID

標目形 ISSN 

見よ参照
~五~ 「ミミミ

注配
タイトル及び責任表示

~--- 
『〈ミミ 版、・ζ＝＝＝＝ニ＿＿....

巻決・年月次

をも見よ参照レコードID ー－’ 出版・頒布

形態的配述

注配

「「
雑誌所蔵フ戸イル

レコードID

書誌レコードID 一
参加組副レコードID エ参加組織フ戸イル コ 参加組織レコードID

配置コード レコードID 配置コード

請求番号 名潤1

~ 二当
所在地 はアー「
一

「十「
14 



l 竹．目録システムデータベース構成図 ｜ 
目録システムデータベースは、数多くの図書館の共同分

担入力によるオンライン総合目録である。中山には、図書

・雑誌の総合目録と典拠ガ含まれ、環状部分には、データ

ベース形成・維持において直接参照引用できる参照データ

ベース群がある。JAPANMARCなどの参照フ戸イルを

狐大することにより総合目録ならびに個別目録作成の効率

化を実現する。各国のナショナルMARC、出版業界MAR

Cをはじめとするソースデータの導入を、順次鉱大してオ

ンライン総合目録登録の能率を向上する。

仁二〕総合目録ファイル 仁コ参照フ戸イル 仁コソースデータ

〈津雑獅蔵〉

（和雑誌書誌〉

〈和雑誌所蔵〉

15 
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学術情報センターでは、研究者向けのサービスの一環と

して、大学等の研究者及び図書館を対象とする情報検索サ

ービス CNACSIS一IR）を昭和62年4月から公開・
実施している。当面は抄録等の文献l情報データベースガ中

山であるガ＼将来的には、数値l情報・画像情報などを含む

多様なデータベース・サービスをめざしている。さらに、

情報模索の結果、研究者ガ入手しだい原文献について、 ｜ 

ししシステムにより図書館に直接複写申込みができるよう

な統合化サービスも計画している。

（＇情報模索サービスの概要〕

。利用資格

原則として国公私立大学、短期大学、高等専門学校、園立大学共同利用機関の教員、図書館職員、大学院生、あるいは、

文部省所轄機関等の研究職員及び図書館職員などガ＼学術研究、又は、図書館における参考調査業務のために利用するこ

とガ、できます。

・利用料金 データベースの種類 接 続 料 ヒット料

目録所在情報データベース 各データベースを呼び出す都度

（各MARCを舎む〉 30円／固

各データベースに接続している
模索され疋文献について、その

二次情報データベース 時間に対して
書誌情報あるいは抄録等を賀市末

50円／分 に出力し疋件数に対して

13円／件

＊利用料金支払いの費自には、特に制限はありません。国立学校校費、公私立学校の経費の他、文部省科学研究費補間金、私費等によること

ができます。

・利用時間

o月曜日～金曜日g:oo～20:00 0土曜日g:oo～14:00 0月末処理巴g:oo～12:00
＊国民の祝日等、サービスを休止する日ガあります。

・サービス・データベース

データベース名

Life Sciences Col旧ction

MathSci 

COMPENDE× 

線テタ1 高
EiEn白ineeringMeetings 

Harvard Business Review 

ISTP & 8 

科学研究費楠助金研究成果概要データベース

学位論文索引データベース

JPMARC 

LCMARCCBooks) 

LCMARCCSerials) 

目録所在情報データベース〈和維疏〉

目録所在情積データベース（津雑誌〉

本昭和62年4月当初の予定。データの収録範囲は、
パックフ戸イルの導入によって広大する予定である。

D B呼マンび出ドし
コマ

データ件数＊ 璽新頻度 データベースの内容及び作成機関

LIFE f~s万5以件降 月次 米生命国C料a学r分nb野riのd二次情報D~i~抄ic録dすbsきir。a”C 。eScien ts社作成。

MATH 19万85件以降 月次 r寸athe米m国a費t史学ica会｜作R成ev。iews誌に対応する姿史学分野の二次情報08（抄録
き〉。

ENG ~~万81件以降 月次 米En園g~~~1~~ild~~誌cにm対at応ioすn社る工作学成分。野の二次情報08（抄録｛寸き）。
1ng 

EIM T~万85件以降 月次 T議h録e論E文nのgj二ne次e情ri報ni~f抄nf録e伺reき~~。e米園ln£ii×ine誌eに「in対Q応lnf1すomるa工tio学n分在作野成の。会

HBR f~~5件以降 2ヶ月 米Ha由rJ'~~g ~~~iDt~~~i社ie作w成誌。の全文DB。

ISTP T~万85件以降 月次
Index to Scientific & Technical P「oceedings誌に対応する科学校術分
野の会議録等論文の二次情報DB。米1111nstitutefo「scientificInfo「mation社作成。

KAKEN fg~~ 0件 年次
文部省の科学研究費楠助金により行われた研究の研究成果報告概要のD8 
（抄録｛寸き〉。学術情報センター作成。

GAKUI ~9~~ 0件 我ガ園の大学で侵与される鰐士学位論文の索引DB。
学術情報センター作成。

JPM ~~万85件以降 週次
日本立圏内で発行された図書の書誌情報DB。
園園会図書館作成。

しCMS 1~s万5件以降 月次 米主国と蔵し会て米図書国館で作発成行。された図書の書誌情報DB。

LCMS ~~8万5件以降 3ヶ月 欧文雑誌の書誌情報DB。
米盟議会図書館作成。

JSCAT 
．誌 4万件 我ガ園の大学図書館等に所蔵される和文の学術雑誌総合目録DB。
所蔵 100万件 学術情報センター作成。

又FSはiti 書誌 9万件 我ガ園の大学図書館等｜こ所蔵される殴文の学術雑誌総合目録DB。
所蔵 62万件 学術情報センター作成。

＊＊対応する鉛｝録＆＆ Animal Behavio「Abstracts.Biochemis廿yAbst「acts.BlotechnolooY Resear℃h Abst「acts.Calcified 
T沿sueAbstracts. Chemoreceotion Abstracts. Ecology Abstracts. Endoc「inolooYAbstracts. Entomology Abst「ヨcts.
Genetic Abstracts. immunology Abst「acts.Microbiology Abstrョcts.CSA Neurosciences Abst「ヨcts.Toxicology 
Abstrcヨcts.VlrolooY Abst「acts

16 



（データベースの模索例〕

学術情報センター

目録データベース

情

報

検

／一一一＼ ！索

lデ想竺ストー｜シ
ー一一戸 ｜ス

｜ 全文型 十一一←－ I 
げ ータベーミj ｜ム

ー~－；~：！

学術情報
ネットワーク

公衆電話回線

第2種
パケット変換網

NACSIS-IRは、文献の標題、著者名、
各種見出し語句等を手掛かりにして、適

切な文献抄録などを検索・出力するオン

ライン会話型のシステムです。

石上図は、 LifeSciences Col lec-
tionデータベース（LIFE）で「T細胞抗
原受容体のβ鎖遺伝子に関する論文」を

検索する例です。

まず，rT細胞」で模索してみるとCSE-

ARCHコマンド〉、17文献が＂T-CELL"
というキーワードを含んでいることがわ

かります（文献集合1）。まだ「β鎖」で模
索するとア文献ヒットします〈文献集合

2）。さらに、2つの文献群に共通な文献
のみを抽出すると CANOコマンド）4件
となり、その内容をDISPLAYコマンド
で表示し確認します。模索の終了はEND
コマンドによります。

右下図：目録所在情報データベース、

（和・洋雑誌〉は、我国の大学図書館等に

所蔵される学術雑誌の総合目録であり、

全国の大学図書館の協力により形成され

るものです。二次情報〈文献抄録等〉デ

ータペースを模索して得られだ論文等に

ついては、その論文掲載誌の園内所蔵状

況をこのデータベースで模索・確認しだ

うえ、図書館相互貸借サービスCILし〉を
通じてその原文献の複写を入手すること

ができます。

Life Sciences Collectionの検索例
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TYPE IN COト1門ANO 
1/ SEARCH T-CELL 
SEARCH T-CELL ミ 「T細胞」の検索

• 17 1/ K.TCELL 
TYPE IN C白川門ANO 
2/ SEARCH BETA.AND.CHAIN 
SEARCH BETA.AND.CHAIN 

該当17文献（文献集合｜）

「β鎖」の検索

124 K.BETA 
47 K.CHAIN 

該当7文献7 21 ＜・＇K.BET A”） AND ＜＇’K.CHAI N”＞ END NOSAVE .._ 
TYPE IN CO門MAND （文献集合2)
3/ AND 1.2 
E可百寸ゴ ： 「T細胞」と「出演」の組合せ

・ 4 3/ 1 AND 2 E 該当4文献（文献集合3)
TYPE IN CO門門AND 

4/ DISPLAY 門.D , 該当文献の表示。ISPLAY 門．口 、 (Dモード〈詳細表示〉）
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 目、osynthes,s: General) 
MSBJ: lymphocytes T: transcr, pts: sp L、c,ng:mice
FIDX: receptors: beta -chain 

;1 CLAS!06754(1MMUNE RESPONSE: Lymphoid organs & tissues: T lympho 
1 Surface): 07200CEXTRACHROM0SOMAL GENEllCS: P plasmids>: 14 

~'I Gene reg山 ti0川： 13160<CELL 門EMBRANES ANO I附 Ut!E RESPONき
コ HSBJ: lymphocytes T:gene expression:inan HT IL: Et-I :.J F!OX:receptors: beta -chain 

HY ER: 111 
H C口L:vol. 4, no. 9, pp. 2217・2224
CLAS:14640CONA: Structure & sequence): 07470＜何EDICAL GENETICS: Onc 
Cytogenetics>: 07240( I門門UNOGENETICS>: 06752<1門門UNE RESPONSE: 
organs & tissues: T lymphocyte: B1ochemistry) 

門SBJ:man:lymphocytes T: leukemia:receptoγs: genes 
FIOX: beta -cha,n:rearrangement 

TYPE IN C日付門AND 
4/ ENO 

END 検索終了

End of NACSIS-1 R”L IF E” D atabase 
Copyright. Cambridge Scientific Abstracts 

＊例示のだめデータ件数等は実際と異なります。

( 1) 

ACCN:000265500 
ULPN:AN00026555 ISSN:03874605 NOLN:32214 
TITL：応用心理学研究／日本応用心理学会
YEAR:1978-
1、．，

NHL0:0006 
HOLD：学習院 心理（FAOOS019)1-7＋く1978-1982>
HOLD：日体大図＜FA006521)1-7＋く1978-1982>
HOLD：！克女大（FA009122)6く1981-1981>
HOLD：労研＜FA011623)1・7＋く1978-1982>
HOLD：東大教図書＜FA001787)1・5く1978-1980>
HOLD：金大文法経文法経（FA002167)ト7く1978-1982>

目録所在情報データベース（和雑誌〉の表示例
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I 1a学術雑誌総合目録データベース編集事業 ｜ 

学術雑誌総合目録データベースの編集事業は、情報図書

館学研究センター以来の事業であり、既に、学術雑誌総合

目録（学総目〉人文 ・社会科学欧文編1980年版と欧文編1982

年補遺版データベースおよび学総目和文編データベースを

完成させ、目録所在情報システムの雑誌サブシステムにて

供用している。まだ、現在、欧文編新版データベースの編

集を推進中である。

学総目データベースでは、雑誌名の変遷データを育効に管

理するだめに，r2頂関係J 的データ構造を導入している。

これにより、冊子体目録に加えてJ誌名変遷マップJ と相

する雑誌関連図を出力することができ、利用者は求める雑

誌を効率よく模索することができる。

収録所蔵 参加 利用・サービス形態
編 1-!U 調査時点 収録雑誌数

データ数 機関数 引冊Uf子ラ体目録 個別版DB作成 オシスンテライムン模索 学シ術ス情テ報ムセンター

8,100誌
1982年6月刊

欧 1982年補遺版 1980年8月現在 （新収分のみ〉 75,000件 489機関 30. 143誌掲載 大学個別に薮
1.383ページ

当の書誌・所

人文・社会科学 ：上！8下~：7年8巻1ペ誌8ー月掲ジ刊歳 蔵データをデ 学術情報センター情文
殴文編1980年版 1978年

8月現在 36,881誌 175,000件 355機関 ータベースガ
報模索サービス 雑誌サブシステム初

ら抽出し、学

内所薗目録な
CNACSIS-IR) 期データベースに利

自然科学欧文編 サ：上！7下5~8年O巻ペO範3ー月掲ジ刊蛾 として全国の大学図 用
編 1979年版’

1978年4月現在 38,600誌 373,000件 321機関 どを作成する
書館・研究者に公開

もの

：上！8中~~o年7下6ペ巻誌3ー月掲ジ刊歳
既に152機関

相 文 編 1983年5月現在 40,237誌 979,434件 623機関
にて実施 ,, 

雑誌サブシステム書

殴文編新版 1985年10月現在 110,000誌 800,000件 600機関 1988年ア月完成予定 誌 ・所蔵データベー

スを更新

注〉 ＊国際医学情報センター編集の原版を再編成しだもの。

・学術雑誌総合目録和文編データベース
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冊子体の表示例． 
誌名番号

書誌事項

誌名

責任表示

巻次・年月次表示

出版地、出版者

変遷注記

エルンテ (0002／切＇.53)
東.si（ ~i鋼大穆文乍郷渇途文庫夢僻’光台 No. 

{ 4 （附5.7)-9 （昭7.6) ; 5巻11：｝（附8.I）ー

8巻3・4り（附12.)) 
東京 :Ji;社

（総統陥 Ernte（仰抑1)

織統後必： 1虫逸文..，.（仰155343)

（…更： てJi:H…沖縄逸文
..，.研究室・東－，u•｛戸画面書林・東京..WI同大

学燭泡文七件研究会

策.U:~ : Ernte／／ 燭逸文穆研究鯵必

弘大 48敏大 4-9:5-6 

.大 6-8 学’険 [ 4-8) 国学骨量 4-9:5-8 

昭会大近 6-8:[6-8）東浮大 メー9;！ト8

日：政大 （6).7-8 It大 〔6-8)

’聞大 4-9/6-7，〔8）.大 ふ7,(8）金大 （6]

名大 8-9;[6］賓俊大 4-9:5-8 

値4量大泊 4-9;5-7, [8〕締院大 4-9:5-8 

天・大 4-9;[5]. [7 . 8 

一般注記

異誌名注記

｛サービス窓口略都

所膚に関する｜

事項 ｛ 

l所巻表示l蔵一

.・＊4-9: 5-8 
4童文 4-9:5-8 

18 

注〉誌名番号は、雑誌サブシステムの書誌レ

コードIDに対応する。 E安定、所蔵巻表示
は、各参加機関における文献復写等のサ

ービス窓口に対応する全館室の所蔵アー

タをまとめて示してある。



いう3段階で行われる。データの内容に立入つだ調査・点、

横という編集の実質的部分は、専門編集員の努力に侯つべ

きものであるだめ、相当の人員と日数を要する。

I 14.学術雑誌総合目録欧文編新版データベースの編集過程 I 

雑
誌
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
運
用

「 「

｜・5車 l
lデータベース l

｜ お名変遷 ・1
lデータ吋ース l

I 所蔵 I 
lデータベース l

』

~ 

ケJ三

＠う

認：~＝（ 出

I 参加機関 ｜ 
lデータベース l

600機鍵

｜ 参加機関 ｜ 
｜データベース l

防O機関

学総目欧文編既存版データベース
〈自然科学編、人文、・社会科学編、 1982年補遺版〉

－富車フココイル l 1 JI 所蔵フ戸イル l 1 J/ 
92.000誌 ¥ I／』－ 62万所蔵 ¥ Jr-

予備点倹と実践システムによるオンライン校正 ｜ 

• • 雑誌サブシステム初期データベースとして供用

I 蕗モヨ変遷－｜ ｜ 所蔵 I 
iデータベース ｜ ｜データベース 1

9.932フpミリ－ 60万所蔵

－~志・所蔵データの点検・絞正と予備版等の作成

↓ 

大
量
一
括
璽
新
の
た
め
の
ト
っ
l
ル
類

主
丁

（量出力

く〉
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欧文編新版テータベースの編集は、①編集者側における

既存テータベースの調査・点横に基く「予備版J の編集、

②参加図書館での所蔵の点横による所蔵データおよび追加

・修正書誌データの起票、③これらに基く総合編集作業と

惨J

・学総巴欧文編新版テータベース編集の流れ

↓ 
昭和60年10月現在での所蔵調査
昭和61年3月配入用紙の回収

↓ 
回収データの点倹・校正

昭和肘年7月所蔵データシートのMT化
昭和例年8月書施データシートのMT化

+ 
昭和例年8月～昭和62年2月
所蔵デー夕、書誌データのエラーチェック

! 
昭和62年5月所蔵デー夕、.誌データの更新

↓ 
昭和62~6月～オンライン校正
昭和62年？？用確磁調査

+ 
.誌調重、書施・所際突合せによる総合編集

｜デー顎－ス｜ ｜デ鵠懇ス｜lデータベース l lデータベース l

1 T万E車

昭和60年9用 語査察・記入要項等の配布

T

，
内
伊

昭和59年12月

I •喜車 i
iデータベース l

90.140富車



ービスを開始している。今年度は、前者については奨励研

究を除く全種目に、後者については全件〈昭和59年度以降〉

を対象とする予定である。

ぎた、今年度は、電気関係学会について大会・研究会等

での発表された報告の抄録のデータベース化を開始する。

なお、医学、化学等の分野についてもデータベースの形

成を検討中である。

学術情報センターでは、人文科学、社会科学、自然科学

の広範囲な領域の研究者や学協会の協力のもとに、オリジ

ナルなデータベースの形成準備をすすめてきだ。

ct芝、我が国におけるデータベース形成と利用の促進を

はかるだめに、データベースの基本台帳を整備するととも

に、大学における利用動向や新技術等の調査を行っているo

現在、科学研究費補助金研究成果概要データベース、学

位論文索引データベースを作成し、昭和62年度より模索サ

データベース形成の流れ

科学研究費補間

任主D

d空う

任主ジ

学同告書ゆ

申請

受｛寸

~ 
dきつ

研究成果報告 術

報

情

i索ら任きつ
Gきつ

学位論文

文
号~

a砲位
ム..... 

ナ

セ

ン

A

－’E
E

’’’’ 

タ｜抄が

（研究発表）

（研究発表〉

~ 
Gきつ
dきつ
dきつ

大
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科学技術研究費補助金研究成果概要データベースの例

ACCN:853100084 INOT:870506 YEAR:1985 

RTYP:2：研究成果報告

AFN0:12601 

CTC0:040：特定研究（1) 

PJN0:60129041 

PJNM:21世紀へ向けての医学と医療

HIN0:261040013825 

HINM：森 亘

TEXT：本年度は第3年目にあたり、全体のとりまとめが行われた。その内容は多岐にわた

り、かっ膨大である。また、討議・討論の場としても、種々の仙川で多くの機会をもっ

た。その詳細は、別に提出する報告書に委ねるとして、ここには、全体の総括とも

称すべき総会の内容を、その概略について記したい。

TEXT：第1班では「医の倫理における諸問題」として、科学技術の発達、人工と自然の関係

などに触れつつ、新しい医の倫理追及、整理を試み、第2班からは「脳死とその法的
認知」「わが国の精神病院入院制度の検討」を中心に医学・医療と法の問題が論じら

れた。第3班においては「国際医療協力の将来」という題目の下に、世界的に変化し
つつある疾病像に基いた、21世紀における国際医療協力の在り方が論じられた。さ

らに第4班では「医療保障制度の現状とその背景J「望ましい医療制度の経済的特質
についてJとしてかなり具体的な実状、考えが示された。第5班からの「医学生意識
調査の結果について」は、社会及び、社会心理学の立場から、医学生を対象に意識調

査を行ったものであり、第6班の「医用工学技術に対する社会の要請」「医学に応用
できる工学技術の予測」「医用工学技術の評価と今後のあり方」は何れも医学・医療

と工学・技術との接点をついたものであった。第7班では「ドラ’＇）＇｝、、子、、fJ"i：：，とアロテイン工
ンゲ、こPリンク、、Jとして近き将来の医・薬関係を予測し、第8斑の「健康概念の21世紀へ

の提言」は健康教育の理論、実践活動、並びにその評価にとって不可欠な中心概念

に言及した。第？斑からは「卒前医学教育の改革」「医師としての人格形成」の2題が、
何れも医師養成に関する重要事項として提起され、第10班の「臨床医学の展望」「か

らだとこころの仕組みについての人間科学的考察」をもって、一般的発表を閉じた。

何れも初期に比し、はるかに熟した、かっ具体的内容に豊むものであった。

KYWD：医と法／医療経済／医の倫理／医師養成／医療技術

データベースに関する調査活動

第 1回調査
調査の名柿 目 的 調査対象と方法 備 考

調査期間 笥査結果の概要

学術情報データベース 大学、研究機関等にあ 大学、園立大学共同利用機 昭和61年 492機関を調査し定結果、 今後、定期的に調査を

基本調査 ける学術情報データぺ 関、文部省所轄機関、文化 10月27日 758件のデータベースガ報 行い、データベースデ

ース作成状況の把握と 庁附属機関の研究者を対象 ～12月10日 告されだ。 ィレフトリーとして大

基本台帳の作成 として戸ンケート調査 「学術情報データベース基 学等に公開する予定

本調査報告書」

データベース利用動向 大学、研究機関等の研 大学、園立大学共同利用機 昭和61年 1. 440件の回答を得定。 今後、必要に応じ随時

謂査 究者によるデータべ一 関、文部省所轄機関、文化 10月27日 （回答率66%) 調査を行う

， ス利用の現状と、デー 庁附属機関の中から、 133 ～12月刊日 「データベース利用動向調
' 

タベースに対するこ一 機関、 2,178名を無作為に , 査報告書」 ι 

' 

ズの把握 抽出して戸ンケート謂査

全文データベースのシ 全文データベースの作 園内の全文データベース作 昭和例年 「全文データベースのシス 継続予定なし

ステムに関する現状謂 成、横索システム等の 成者、データベースベンダ 12月 テムに関する現状調査報告

査 技術動向に関する現状 一、臼刷会社、コンビュー ～昭和62年 書」（部内資料〉

調査 タメーカ等の21機関を対象 3月
I 

として間取り調査等 , ． I 
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学術情報センターが国際活動を重視する理由は次の3点

である。

第一に学術情報というものは、グローバルな流通をその

本質とするということである。このことは、学術雑誌のよ

うな文献メディ戸にも、国際会議のような口頭メテ、イ戸に

も当てはまる。近年この学術情報の国際流通はますます重

要になってきている。

第二に学術情報システムはわが国固有のものではなく、

類似の機関ガ、各国に存在する。それらの中には、長い経験

の上に、多様な事業を大規模に展開しているところも多い。

これらの機関との受流は、センター発足当初からのいわば

Lyon ENSB : Ecole National Superieure des Science Information de Bibliotheque 

SUNIST : Serveur Universitaire National pour I' Information Scientifique 
et Technique (Bourgoin-jullieu) 

Paris Bibliotheque nationale, Paris 
CIEPS(ISDS) : Centre International d’Enregistrement des Publication en Serie 
CNRS/CDST: Centre nationale de recherche scientifique, 

Centre de Documentation Scientifique et Technique 

UNESCO PGI : General Information Programme 
Cologne Central Medical Library (Zentralbibliothek der Medizin) 

Frankfurt A/M DB : Deutsche Bibliothek 
G旧：Gesellschaftfur information und dokumentation 

Karlsruhe DIMDI : Deutsches Institute fur medizinische Dokumentation und Information 

Leopoldshafen FITZ-Karlsruhe (INKA): Fachinformationszentrum Energie, Physik, Mathematik Gmbh 

Wien lnfoterm 
INIS : International Nuclear Information System 

Boston Spa BLLD : British Library Lending Division 
Hitchin INSPEC : Institute of Electrical Engineers 
Letchworth Distribution Center, Royal Society of Chemistry 
London BLBSD : British Library Biblliographic Services Division 

British Council 
LASER : London And South Eastern Region 

Amsterdam EM : Excerpta Medica 

Hague PICA : Centrum voor Bibliotheekautomatisering 

Seoul Central National Library, Korea 
11 ［し，）II「Jn,c. or C :orp. of Korea 

Oan Kuk University Library 
KIET: Korea Institute for Economics and Technology 
Sogang University lrdrary 

Taipei rc,t 

National Central Library, Taipei 
National Taiwan Nomal University Library 
- J'l Researctけ

Top Business Machine, Co. Ltd. (Urica) 
Tamsui Tam Kang University Library 

Hong Kong Hong Kong Polytechnic Library 

University of Hong Kong Library 
Bangkok AIT: Asian lnsitiute of Technology 
Jakarta POii : Indonesian Center for Scientific Document 

and Information 

UNESCO ROSTEA: UNESCO Regional Office for Science 
and Technology for Southeast Asia 
University of Indonesia, Computer Science Center Canber 

・国際機関等 Melbour 

園書誌ユティリティ

圃コンビュータ製造

•DB製作・ IRサービス

田図書館

・国立図書館

•＋ ノトワク
・大学

Sydn 

Wellingtl 
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l必然であり、むしろ先方からセンターに接触を求めてきだ

事例も多い。

以上の理由から学術情報センターは、昭和60年、例年の

2年間にわたり科学研究費補助金による海外学術調査「学

術情報システム構築に関わる海外データベース事情調査J

を実施してきだ。図は、訪れだ機関を地威信にその目的別

に類別して示したものである。

第三に、学術情報センターは、共同研究や、国際的な情

報サービスに向けての拠点造りや、シンポジウムやセミナ

ーなど国際研究集会の開催におけるパートナーシップ等、

海外の各種機関と共同で事業を展開する時点にきている。

Ottawa NLC : National Library of Canada 
NRCC/CISTI : National Research Council of Canada, Canada 
Institute for Scientific and Technical Information 

Toronto GEAC Computers International, Inc. 

ABN Australian Bibliographic Network (National Library of Australia) 
Australian Patent Office 

CAVAL: Co-operative Action by Victorian Academic Libraries 
CSIF - , r n t m ・1nd :iublic Comr,unication 
Uniψ iity of Melbourne Library 
CLANN : Co-operative Libraries Activities Network in New South Wales 
CSIRO: Commonwealth Scientific and Industrial Research Organization 

Databank Systems. ltd 
1 ,n , :i nt1fic and lndustrial Research 

DSIR : Library Centre 
J1ctc 1c University of Wellington 

Ontario Education Resources lnformation System 
Toronto University Library. 

Faculty of Library and Information Science 
Utlas, lnc. 
York University library 

Ann Arbour AMS : American・ Mathematical Society (Math File/MathSci) 
Berkeley UCB ・ University of California at Berkeley, Department of Electrical 

Engineering and Computer Science 
Division of Library Automation 

Bethesda CSA: Cambridge Scientific Abstracts (life Science Collection) 
NLM : National Library of Medicine 

Boston CLSI, lnc. 
NEJM : New England Journal of Medicine 

Bryn Mawr NewsNet , 
Columbus CAS : American Chemical Society Chemical Abstracts Services 

OSU : Ohio State University 
Dublin OCLC: Online Computer Library Center, lnc. 
New York BRS : Bibliographic Retrieval Services, Inc. 

Columbia University Butler Library 
Computer Center 
East Asian Library 
Center for Telecommunications Research 

CUNY : City University of New YorK University Computer Center 
El ・ Engineering Information, lnc, (Compendex, ISTP & B) 
EIC/lntelligence, Inc. 
John Wiley & Sons, Inc. Electronic Publishing 

(HBR : Harvard Business Review) 
NYPL : New York Public Library 

Olympia WLN : Western Library Network, Inc. 
Palo Alto DlALOG 

Pasadena CAL・rECHCalifornica Institute of Technology 
JPL . Jet Propulus1or, L b1 10 

Philadelphia BIOSlS: BioScience Information Service 
Free Library of Philadelphia 
ISl : lnstitute for Science Information 
NFAlS : National Federation of Abstracting and lndexing Services 
University of Pennsylvania Library 

San Jose CLASS : California Library Automation Systems and Services 
Santa Monica SOC OR印T: SOC Search Service 
Stanford RLG : Research Libraries Group, Inc. 

Washington, D. C LC : Library of Congress 

23 



I 11.研究活動

学術情報センターにおける研究・開発は、大きく次の3

つの種類に分けることが出来る。

第一は、当該年度の開発事業に関するもので、これを更

にシステム開発と、事業・サービスの開発に分けることも

可能である。いずれにせよ、これらは、研究開発部と管理

部とが密接に協力しながら進めるもので、開発事項は全て

センターの事業の中から発生する。まだ、年度包にその内

容をレビューする。昭和62年度のシステム開発は、運用関

係、目録情報関係、学術雑誌総合目録関係、情報模索関係、

ネットワーク関係に整理した上で、進められている。

第二は、 2、3年先をにらんだ研究開発で、近い将来学

術情報センターの事業として展開する必要があると判断さ

れるトピックから選，3，、センター内の研究会、外部の専門

家を含む研究会、料学研究費の補助を受けだ研究など、様

々な形態がある。昭和62年4月からスタートしだ二次情報

データベース模索サービスは、その前の4年問、外部の工

キスパートを招いて研究会を行った。また、同じく本年度

から事業化した、電気・電子関係ブレプリントデータベ－

研 究 題

電気関係oreorin t情報データベース

オンライン原文書戸クセスのだめの画像通信システムの研究

スの作成は、昨年度4年問、料学研究費による入力テスト

の結果に基づくものである。

第三は、中・長期的な研究・開発で、研究開発部のスタ

ッフガ、各々の専門を生かしなガ、ら、将来の学術情報セン

ターにとって重要となりうるテーマを選んで、センター内

外の研究者とチームを組んで、あるいは単独で遂行するも

ので、やはり科学研究費等の補闘を受ける場合ガ、多い。電

子出版、人工知能、マルチメデイ戸通信、画像情報処理等

々、全て学術情報システムへの応用という視点から研究が

行われる。

学術情報センターにおける研究・開発は、答申以来その

重要性ガ指摘されてきだ。本来サービスを提供する機関で

ある学術情報センターにおけるこの研究開発重視は、その

事業の新奇性の放である。従って、先端的な研究・開発が

要求される一方で、カバーしなければならぬ領威は広い。

開かれた観点からの研究・開発管理ガ求められる所以であ

る。以下に昭和的、 62年度の科学研究費補助金による研究

テーマをリストしだ。

目 備 考

61年度研究成果公開促進費
（データベース〉

例年度奨励研究体）

学術情報ネットワークにおける密結合型図書館システムの諸機能の高度化とその応用 61～62年度総合研究似）継続

ネットワーク接続可能な高性能ワークステーションの開発 60～62年度試験研究開継続

学術用語制定のだめの最適手法の開発とその高度利用に関する研究 61～62年度特定研究（1）継続

学術情報システムにおける総合目録の機能と運用に関する研究 61～62年度一般研究（C）継続

時間論理に基づく通信規約記述言語に関する研究 60～62年度一般研究（C）継続

光学的媒体を用いだデータベース・システムに関する研究 62～63年度一般研究似）新規

ローカル工リ戸・ネットワークにおけるデータベースサーバの実装に関する研究 61～62年度奨励研究凶新規

総合情報システムにおけるユーザインターフェースの研究 62年度奨励研究似）新規

学術情報システムの構築に関わる海外データベース事情調査 60～例年海外学術調査
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イふ数奇広報活動 ｜ 

総数243名（目録システム講習会受講者内訳〕cs.59～61年度〉

%

押
守

川
〕
｜
阻

〔目録システム講習会〕

84.0% 国立大学

教育・広報プログラム

・目録システム講習会

目録所在情報サービスの開始に伴い、これを円滑に利用・運

用するだめに実施するもので、受講対象者は、原則として本セ

ンターと接続している図書館まだは接続手続き中の図書館等の

業務担当者としている。

．総合目録データベース実務研修

目録所在情報データベースへのアータ入力〈目録業務〉のた

めの各接続図書館における中核的、指導的人材を養成する芝め

のものである。

・セミナ一

学術情報システムを構築するための知識・技能の修得を目的

としり図書館情報システムの管理と要員育成の能力の開発（図

書館システム課程〉と、 2）データベースの形成・運用能力の開
発（データベース課程〉の2課程で構成する各15週間のコース
である。

・情報検索サービス講習会

大学等の研究者等ユーザーを対象に、情報検索の方法等に関

する知識・技術習得のだめの講習会を計画している。

・広報活動

学術情報センターでは、学術情報等に関するシンポジウムの

開催など広報活動も実施する。

〔総合目録データベース実務研修受講者内訳〕CS.60～61年度〉

総数35名

レ私立大学 8.6%
総数117名

モノグラフ

・学術雑誌総合目録人文・社会料学欧文編 1980年

・学術雑誌総合目録人文・社会料学欧文編誌名変遷マップ

1981年
・学術雑誌総合目録欧文編 1982年

・学術雑誌総合目録和文編予備版 1983年

・学術雑誌総合目録和文編1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版〈本編 I～II)1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版〈別編） 1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版誌名変遷マップ 1985年

・学術雑誌総合目録和文編誌名変遷マップ 1987年

逐次刊行物

・学術情報センターニュース

・学術情報センター要覧

・学術情報センタ一紀要

38.5% 私立大学

91. 4% 

〔セミナー受講者内訳〕CS.47～例年度〉

国立大学

61.5% 国立大学

25 

〔学術情報センターシンポジウム〕

刊行物

⑦情報模索サービス利用の手ヨI(1987 .4) 

一利用申請から模索まで－

②目録所在情報サービス利用の手ヨI(1986.12) 

③目録システム利用マ二ユ戸ル

1.データベース編（1986.12)

2.模索編（1986.12)

3.登録編（1987.3)
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・センター・スタッフ

所長

．管理部

管理部長

総務課長

会計課長

システム管理課長

データベース課長

総務課長補佐

総務課

庶務係長

共同利用係長

研修・資料係長

会計課

総務係長

経理係長

用度係長

システム管理課

システム管理係長

システム業務係長

ネットワーク係長

データベース課

企画係長

文献データベース係長

銀値・画像データベース係長

図書目録情報係長

雑誌目録情報係長

学術情報センター学術情報

研究系研究主幹

学術情報センター教授

学術情報センタ一教授

博

総

行

誠

夫

二

昭

明

夫

昭

人

策

雄

公

弘

邦

街

宣

克

利

正

正

健

勇

瀬

藤

森

田

井

岡

賀

屋

倉

遁

塚

林

田

猪

伊

雨

亨

向

森

済

新

大

渡

飯

小

羽

史D

喬

光正

上

田

岸

井

漬

根

筑波大学長

大阪大学社会経済研究所教授

東京電機大学工学部教授

科学技術会議・議員

日本学術振興会 ・理事長

国文学研究資料館長

日本私学振興財団 ・理事長

東京都立大学長

慶慮義塾大学・常任理事

東京工業大学長

岡崎国立共同研究機構長

国際電信電話株式会社・代表取締役

副社長

早稲田大学長

国立極地研究所長

国立遺伝学研究所長

九州東海大学工学部教侵

東京大学長

日本電信電話株式会社 ・代表取締役

副社長

〈五十音順〉

・評議員〈任期：昭和例年6月7日～昭和63年5月31日〉
センターの事業計画その他の管理運営に関する重要事項について所長に

即言する。

阿南

稲田

岡村

岡本

木田

小山

清水

下山

関本

田中

長倉

中込

吾

雄

宏

志

司

二

秀

三

郎

男

夫

郎

英

亘

生

功

駅

総

道

5ム

瑛

昌

郁

三

雪

春

達

公

開

原
田
一
氷
山

口

西

松

松

松

森

山

・運営協議員〈任期 ：昭和61年6月7日～昭和63年5月31日〉
共同研究計画に関する事項その他のセンターの運営に関する重要事項で、

所長ガ助要と認めるものについて所長の諮問に応じる。

育馬朗人 東京大学理学部教授

安達 勤 筑波大学学術l情報処理センター長

飯高洋一 東京大学薬学部教授

大野公男 北海道大学附属図書館長

岡田茂弘 国立歴史民俗博物館考古研究部長

開原成 允 東京大学医学部教授〈附属病院中央

医療情報部長〉

国立民族学博物館第2研究部長

東京大学法学部長

愛知淑徳大学教授

i奇玉大学政策料学研究科教侵

京都大学附属図書館長

慶慮義塾大学研究・教育情報センタ

一所長

名古屋大学大型計算機センタ一長

東京大学附属図書館長

東京大学理学部教授

図書館情報大学教擾

（以上五十音JI慎〉

学術情報センター研究開発部長

清水二郎

中村茂樹

大日方一男

豊

英

良

人

信

啓

雅

彰

清

和

井

野

下

端

西

石

星

松

郷

小

信

如

光

亮

彰

夫

喬

郎

淳

達

正

惇

正

衛

照

叡

宏

）｜｜ 

上

岸

藤

津

山

山

田

野

達

爪

市

井

根

内

宮

小

大

漬

浅

安

橋

．研究開発部

研究開発部長

学術情報研究系

研究主幹〈教授〉

教授

教授

助教授

助教授

問教授

システム研究系

教授

教授

問教授

助教授
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成

晃
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夫

郎
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西田
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山

山
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市



I 20.学術情報センター内配置図 ｜ 

(4階）

〔3階）

〔1階〕

〔仮設建物2階） （仮設建物？階〕

会議室
巾.o. I 1共同
五重｜研修室｜研究室
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